


















Reduced Scale Experiments for the 
Prediction of the Fire Performance of 

















































































法について、小型試験体を用いて 45 分および 60 分の加熱実験を行った。  
RW 壁体の遮熱性および遮炎性は、断熱性能が高いほど向上することを確認し
た。しかし、柱の損傷については、 RW を充てん断熱材に用いると RW は柱の加
熱側の温度を上昇させて損傷を促進させる一方、柱側面を被覆し損傷を抑制する


















第４章では、 GW を用いた準耐火木造外壁（軸組造、以下、 GW 壁体）の充て
ん断熱工法を対象に、小型試験体による 60 分屋内側加熱実験を行い、火災加熱
中に断熱材が溶融・収縮する外壁の防火性能の特質を考察した。  
GW 壁体では、火災加熱により GW の断熱性が低下することを確認し、その傾




































早稲田大学 博士（工学） 学位申請 研究業績書 
氏 名  糸毛 治     
（2017 年 12 月 現在） 




































































・小型試験体による木造断熱壁体の非損傷性の検討 その 1 ロックウール断熱材を対象と
した検討，日本建築学会大会学術講演梗概集，防火，pp.147-148，2013.8，糸毛治，
鈴木大隆，長谷見雄二 
・小型試験体による木造断熱壁体の非損傷性の検討 その 2 熱可塑性樹脂を対象とした検
討，日本建築学会大会学術講演梗概集，防火，pp.149-150，2013.8，江口孝明，糸毛
治，小浦孝次，永井敏彦，宮内亨，千代田健，桂修，鈴木大隆 
・小型試験体による木造断熱壁体の非損傷性の検討 その 3 熱硬化性樹脂を対象とした検
討，日本建築学会大会学術講演梗概集，防火，pp.151-152，2013.8，永井敏彦，糸毛
治，小浦孝次，江口孝明，宮内亨，千代田健，桂修，鈴木大隆 




・木造壁体内における発泡プラスチック断熱材の燃焼性状の把握 その 2 熱可塑性樹脂を
対象とした検討，日本建築学会大会学術講演梗概集，A-2，pp.139-140，2011.7，大塚
弘樹，糸毛治，小浦孝次，江口孝明，永井敏彦，青木学，鈴木大隆 
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・ロックウール断熱材を用いた木造断熱壁体の防火性能に関する研究 その 1 試験概要と
充てん断熱工法における考察，日本建築学会大会学術講演梗概集，防火，pp.111-112，
2015.9，糸毛治，長谷見雄二，鈴木大隆，宮崎孝司，小竹和広，高橋淳一 
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 ・防火材料等の防火性能に関する試験研究 その 1 コーンカロリーメータ試験，日本建築
学会大会学術講演梗概集，A-2，pp.61-62，2011.7，吉田正志，糸毛治，成瀬友宏，五
頭辰紀，菅原進一 
・防火材料等の防火性能評価に関する試験研究 その 5 試験法の相関と防火性能に関する
情報提供に関して，日本建築学会大会学術講演梗概集，A-2，pp.69-70，2011.7，成瀬
友宏，五頭辰紀，吉田正志，糸毛治，西本俊郎，田坂茂樹，菅原進一 
















・酸素指数を用いた発泡プラスチック断熱材の燃焼特性把握に関する基礎的研究 その 1 
熱可塑性樹脂を対象とした検討，日本建築学会大会学術講演梗概集，A-2，pp.167-168，
2010.7，小浦孝次，糸毛治，青木学，松江賢治，永井敏彦，奥谷達也，鈴木大隆 









・建築用内外装材料の防火性能評価に関する研究 その 1 研究概要とコーンカロリーメー
タ試験，日本建築学会大会学術講演梗概集，A-2，pp.1-2，2007.7，糸毛治，入江雄司，
田坂茂樹，成瀬友宏，五頭辰紀，菅原進一 
・発泡プラスチック系断熱材の燃焼特性に関する実験 その 4 発熱性と発煙性の関係につ
いて，日本建築学会大会学術講演梗概集，A-2，pp.15-16，2007.7，入江雄司，糸毛治
・発泡プラスチック系断熱材の燃焼特性に関する実験 その 2 ウレタンフォームの被覆条
件による検討-両面鋼板パネルの場合，日本建築学会大会学術講演梗概集，A-2，
pp.155-156，2006.7，入江雄司，大久保正一，糸毛治，井崎淳一，南慎一 
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